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８
月
５
日（
日
）、
郡
上
市
明
宝
の「
め
い

ほ
う
ス
キ
ー
場
」
で
、
第
67
回
岐
阜
県
消
防

操
法
大
会
が
行
わ
れ
、揖
斐
川
町
消
防
団（
大

深
分
団
）
が
見
事
に
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
指
揮
者
の
山
田
一
郎
団
員
が
優
秀

番
員
賞
を
併
せ
て
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
岐
阜
県
内
各
消
防
協
会
の

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
28
隊
が
出
場
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
大
会
で
し
た
が
、

大
深
分
団
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
ま

し
た
。

入
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
10
日（
金
）
揖
斐
川
町
役
場
議
場
で
、

中
学
生
議
会
が
行
わ
れ
、
町
内
４
校
の
代
表

19
人
が
議
員
に
な
っ
て
町
政
に
つ
い
て
提
言

を
行
い
ま
し
た
。

第
１
部
は
、「
学
校
の
誇
り
に
関
わ
る
提

言
」
と
し
て
、
日
常
生
活
の
向
上
を
目
指
し

た
日
々
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
は
、「
誇
り
あ
る
揖
斐
川
町
を
よ

り
発
展
さ
せ
る
た
め
の
提
言
」
と
し
て
、
中

学
生
な
ら
で
は
の
活
発
な
提
言
が
行
わ
れ
、

町
政
へ
の
関
心
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

答
弁
を
し
た
富
田
町
長
は
、「
町
の
今
と

未
来
を
思
う
心
を
う
れ
し
く
頼
も
し
く
思
い

ま
す
。
今
日
の
提
言
を
踏
ま
え
て
、
第
２
次

総
合
計
画
を
推
進
し
た
い
」
と
括く
く

り
、
議
長

を
務
め
た
揖
斐
川
中
学
校
３
年
の
若わ
か

原は
ら

琴こ
と

音ね

さ
ん
は
議
会
を
ふ
り
返
り
、「
５
年
後
、

10
年
後
も
住
み
た
い
町
に
な
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

８
月
17
日（
金
）、
谷
汲
山
華
厳
寺
境
内
仁

王
門
前
で
、「
お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
参
道
の
商
店
主
ら
で

つ
く
る
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会
が
、

町
や
参
道
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
始
め

た
も
の
で
、今
回
で
13
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
の
出
演
者
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の

ラ
ブ
ル
～
☆
は
、
岐
阜
県
出
身
の
サ
ッ
ク
ス

奏
者
で
あ
る
小
島
勇
司
さ
ん
が
率
い
て
お

り
、
多
く
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
を
制
作
し
て
い

ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
幻
想
的
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
仁
王
門
前
で
、
ジ
ャ
ズ
ア
レ

ン
ジ
を
し
た
ジ
ブ
リ
の
曲
や
童
謡
な
ど
多
く

の
曲
を
演
奏
し
、
訪
れ
た
観
客
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

８
月
17
日（
金
）
か
ら
21
日（
火
）
ま
で
、

町
内
の
小
学
校
６
年
生
20
人
が
県
外
派
遣
研

修
で
北
海
道
芽
室
町
と
高
知
県
宿
毛
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。

研
修
先
で
は
、
地
元
の
小
学
校
と
の
交
流

の
他
、
芽
室
町
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
で
の

農
業
体
験
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
体
験
な
ど
を
、

宿
毛
市
で
は
中
央
市
場
で
漁
業
に
つ
い
て
の

学
習
や
郷
土
料
理
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
た
児
童
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
の
文
化
や
産
業
に
触
れ
る
な
ど
、
普
段
の

生
活
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
を
し
た
こ
と
で
、
自
信
に
満
ち
溢
れ
た

表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト

小
学
生
県
外
派
遣
事
業

中
学
生
議
会
開
会

～
生
徒
ら
が
町
政
に
提
言
～

岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
で
揖
斐
川
町

消
防
団（
大
深
分
団
）が
三
位
入
賞
！

▲小型ポンプ操法を披露する揖斐川町消防団大深分団

▲町への提言をする中学生のみなさん

▲ジャズコンサートの様子

▲宿毛市で魚のさばき方を学ぶ ▲芽室町発祥のゲートボール体験
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８
月
19
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
の
伝
統
文
化
に
理

解
を
深
め
、
継
承
に
つ
な
げ
る
た
め
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
部
は
、
い
び
祭
子
ど
も
歌
舞
伎
保
存

会
が「
源
平
咲
分
牡
丹
畠 

重
忠
館
の
段
」
を

堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
上
ヶ
流
太
鼓
踊
り
保
存
会
と

種
本
中
瀬
太
鼓
踊
り
保
存
会
が
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
の
あ
る
太
鼓
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
３
部
は
、
小
宮
神
白
山
神
社
神
楽
保
存

会
と
黒
田
神
楽
保
存
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
た
神
楽
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
乙
原
歌
舞
伎
保
存
会
の
衣
装
や

伝
統
文
化
の
展
示
も
あ
り
、
多
く
の
人
が
町

の
伝
統
芸
能
・
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
22
日（
水
）、
町
内
の
水
道
業
者
で
組

織
さ
れ
て
い
る
揖
斐
川
町
水
道
組
合
が
、
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
水
道
施
設
の
清
掃
奉
仕
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
日
は
水
道
組
合
か
ら
14
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
早
朝
か
ら
お
昼
ま
で
、

揖
斐
地
区
と
小
島
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る

上
水
道
配
水
池
と
そ
の
周
辺
の
草
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
施
設
周
辺
は
、

美
し
く
な
り
ま
し
た
。

清
掃
奉
仕
作
業
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
22
日（
水
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ビ
ル
ニ
ュ
ス
大

学
カ
ウ
ナ
ス
校
女
声
合
唱
団「
ベ
ニ
・
ガ
ウ

デ
ー
レ
」に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
と
リ
ト
ア
ニ
ア
は
、
県
出
身
の
偉

人
杉
原
千
畝
を
縁
に
交
流
を
進
め
て
お
り
、

今
回
、
岐
阜
大
学
な
ど
の
招
聘
に
よ
り
、
揖

斐
川
町
の
他
、
全
国
５
か
所
で
演
奏
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

演
奏
会
で
は
、「
リ
ト
ア
ニ
ア
の
森
と
湖

の
歌
声
」、「
リ
ト
ア
ニ
ア
と
ラ
ト
ビ
ア
の
民

謡
」
と
題
し
て
17
曲
を
披
露
し
た
ほ
か
、
岐

阜
大
学
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
の
合
唱
や
坂
内
小

中
学
校
の
和
太
鼓
、
町
内
の
中
学
校
の
混
声

合
唱
、
い
び
が
わ
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
演
奏
に

よ
る
交
流
も
行
わ
れ
、
会
場
の
観
客
は
美
し

い
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

水
道
施
設
を
美
し
く

～
清
掃
奉
仕
作
業
～

リ
ト
ア
ニ
ア
親
善
合
唱
交
流

演
奏
会

揖
斐
川
伝
統
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲清掃奉仕作業の様子

▲リトアニア合唱団による演奏

▲種本中瀬太鼓踊り保存会

▲小宮神白山神社神楽保存会

▲いび祭子ども歌舞伎保存会

▲上ヶ流太鼓踊り保存会▲黒田神楽保存会
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８
月
22
日（
水
）、揖
斐
川
町
役
場
公
室
で
、

粕
川
が
美
濃
地
方
で
初
め
て
、
都
市
・
地
域

再
生
等
利
用
区
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
指
定
は
、
県
が
町
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
粕
川
の
一
部
区
間

（
瑞
岩
寺
橋
よ
り
約
１
３
０
ｍ
下
流
か
ら
の

約
５
０
０
ｍ
の
区
間
）
に
お
い
て
河
川
空
間

の
民
間
開
放
を
行
い
、
民
間
事
業
者
等
に
よ

る
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

伝
達
式
で
は
、
井
上
清
敬
県
土
整
備
部
河

川
課
長
、
坂
口
達
也
揖
斐
土
木
事
務
所
長
、

富
田
町
長
が
出
席
し
、
井
上
課
長
か
ら
富
田

町
長
へ
登
録
通
知
証
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

９
月
２
日（
日
）、
大
地
震
を
想
定
し
た
揖

斐
川
町
・
揖
斐
郡
消
防
協
会
合
同
総
合
防
災

訓
練
が
、
北
和
中
学
校
を
主
会
場
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
静
岡
県
駿
河
湾
か
ら
紀
伊
半
島

南
側
の
海
域
を
震
源
と
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
、

町
全
体
で
約
１
万
人
が
地
域
の
集
会
場
等
に

避
難
す
る
な
ど
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
会
場
で
は
、
電
気
・
水
・
ガ
ス
・
道
路
・

通
信
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
復
旧
訓
練

や
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
、
日
本
赤
十
字
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出

し
、
災
害
救
助
犬
に
よ
る
人
命
救
助
訓
練
、

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
負
傷
者
搬

送
訓
練
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
災
害
時
の
体
制
や
連

携
を
確
認
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

停電時における音声告知放送受信機の電源確保について

ここに乾電池を入れる

台風や大雨等における自然災害によって停
電が発生すると音声告知放送の受信機が作動
しなくなります。

皆さんの家庭に設置されている受信機は、
停電時にアルカリ乾電池で作動することがで
きます。

停電時に備えて、アルカリ電池を準備して
いただくとともに、受信機をご確認ください。

※停電時のみ電池を入れてください。
※単三アルカリ乾電池４本が必要です。
※動作時間の目安は、待機時で12時間、連続

放送で２時間です。

【お問い合せ先】
揖斐川町放送通信センター　TEL 21-3171

災
害
か
ら
命
を
守
る

揖
斐
川
町
・
揖
斐
郡
消
防
協
会

合
同
総
合
防
災
訓
練

都
市
・
地
域
再
生
等
利
用
区
域

指
定
伝
達
式

▲登録証伝達の様子

▲負傷者搬送訓練の様子


